



























刑務所で採用されている「Prison Pet Partnership Program」を紹介された。
この本を読んで以来、このアィディアに関心を持った筆者であるが、わが
国で導入されるにはまだまだ年月がかかると思われた。しかし、2007年よ
り全国４か所にPFI刑事施設が新設され、そのうち島根あさひ社会復帰促
進センターでは、大塚氏をプログラムアドヴァイザーとして、受刑者に盲
導犬を育成させるプログラムが2009年４月から開始された。
　本ゼミ特別講義（2015年12月１日本学東キャンパス603教室で実施）で
は大塚敦子氏に動物との絆が犯罪者の更生に果たす役割１について話を
伺った。
講師プロフィール：大塚敦子（おおつか・あつこ）。フォトジャーナリス
ト。上智大学文学部英文科卒。人と動物や植物の絆についての著作が多
い。主な著作として、『さよならエルマおばあさん』（小学館2001：同年の
小学館児童出版文化賞、講談社出版文化賞絵本賞を受賞）、『犬が生きる力
をくれた』（岩波書店）、『介助犬を育てる少女たち』（講談社）、『動物たち
が開く心の絆』（岩波書店）、『〈刑務所〉で盲導犬を育てる』（岩波ジュニ
ア書店新書2015）、『犬、そして猫が生きる力をくれた 　  介助犬と人び
との新しい物語』（岩波現代文庫2016）など。島根あさひ社会復帰促進セ
　　　　　　　　　　　　　　　
１　このテーマについては以下も参照されたい。平山真理「マクラーレン少年院（オ
レゴン州ウッドバーン）における「プロジェクト・プーチ」の試み」『青少年育成』
第52巻第10号（2005）42－45頁、今西乃子『ドックシェルター犬と少年たちの
再出航』（フォア文庫2006）、山本貴祐「盲導犬育成プログラムについて」『刑政』
121（4）（2010）100－107頁、大塚敦子「盲導犬育成パピープログラム」『刑政』
122（12）（2011）26－34頁など。
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ンター（PFI刑事施設）の盲導犬パピー育成プログラムアドヴァイザーと
して、同プログラムの実践と発展にも関わっている。
以下講演録
平山真理（以下平山）：今日はゼミの特別講義ということで、大塚敦子さ
んに、「〈刑務所〉で盲導犬を育てる」というテーマでご講演頂きます。動
物との絆は犯罪者の立ち直りを、立ち直らせるのか、それに役立つのか、
ということについてお話を伺います。
　大塚敦子さんはフォトジャーナリストでいらっしゃって、さまざまな
テーマで本を書かれおられますが、一つの大きなテーマとしては、動物と
人間の「絆」とか「つながり」について、ですね。多くの本を出されてて、
少年院とか刑務所とか、あるいは、いわゆる児童自立支援施設等で動物を
飼うということは、その人たちにとって、どういう役割を果たすんだろう、
ということについて本を書かれてます。
　ここにいくつか大塚さんの書かれた本を持ってきたんですけど、猫とか
犬を飼育する、馬を世話するプログラムもあれば、ちょっと異色というか、
違うところといえば、野菜を育てる、土に触るということ、つまり野菜を
慈しんで、それを感謝して食べるということとか、そういうことが、犯罪
を犯したり、非行を犯してしまった人たちが立ち直っていく上で、どう重
要なのかってことを書いた、非常に面白い本もあります。大塚さんの本は
ほとんど本学の図書館に入っていますので、一度ウェブキャットとか図書
館のリサーチで検索してみて下さい。これらの本を読んでみるのは、とて
もお薦めです。
　今日は大塚さんの最新作の一つである『〈刑務所〉で盲導犬を育てる』
という本について、学生が25の質問を考えました（以下、『本書』とする）。
それがみなさんのお手元にある「学生からの25の質問」というペーパーで
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す（頁末資料）。これに基づいて質問、質疑応答という形で進めていきま
すが、途中で、もうちょっとここ聞きたいとか、こういう角度から聞いて
みたいっていうのがあれば、皆さん自由にジャンプインしてください。
　じゃあ、大塚さん、よろしくお願いします。ちょっと簡単に自己紹介も
して頂いていいでしょうか？　今日初めて、大塚さんに会う人もいると思
うので。
大塚敦子（以下大塚）：ご紹介ありがとうございました。私のプロフィー
ルに何て書いてあったか、ちょっと忘れてしまったんですが、今のメイン
の仕事は、主に少年院とか刑務所などで自然を活用したプログラムをやる、
その立ち上げに関わったり、そのルポを書いたりすることです。
　私、もともとは紛争地取材が専門の、いわゆる戦場ジャーナリストだっ
たんですね。ですから今世界で起こっている状況は、ちょっといても立っ
てもいられない感じで、中東にもまた行きたいなと思ってるんですけど、
まあ、ちょっとその辺は控えて、今はいろんな虐殺があった国　カンボジ
アとかボスニアとか、そういう国々での戦後復興の取り組みを取材してい
ます。
　今までやってきたそういうことと、刑務所に入っているような人たちが
どうつながるのかというと、結局、「誰も置き去りにしない」ということ
だと思うんですよね。これは、前置きとしては、ちょっと重い話なんです
けれども、結局、豊かになって栄えていく人や地域がある一方で、置き去
りにされていく人たちがいる、と。そして、自分だけが置き去りにされて
いる、不当な扱いを受けている、そういうふうに思ったときに、テロのよ
うな動きが出てきたりするし、もっと小さなスケールで見てみれば、犯罪
が起こったりする。やはり誰も置き去りにしない社会を作ることによって、
根本から変えていくしかないのかな、と私は思っていて。それを「ともに
生きる」にはどうすればいいか、っていうキーワードでくくりながら、一
見、あまりつながってなさそうな仕事なんですけど、やってるわけです。
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　で、その中で今の自分にとって一番大事な仕事の一つが、ある意味究極
の排除された人たちである刑務所にいる人たちが立ち直るために、犬の力
を借りたり、馬の力を借りたりしていろんな試行錯誤をしている、その試
みについてのルポなので、きょう取り上げていただくのをすごく楽しみに
してきました。よろしくお願いします。
平山：「大塚さん、真ん中の席に座って頂けますか。では質問者の方よろ
しくお願いします」
学生A：「はい。こんにちは。平山ゼミ４年生のAです。『〈刑務所〉で盲
導犬を育てる』っていう、本日いらしてくださった大塚敦子さんの書かれ
た本を読んで、感じたこととか、疑問に思ったことを、今日は質問して、
答えていただいて、今後の学習につなげていきたいと思います。改めまし
て、本日お忙しい中、来て頂き、ありがとうございます。よろしくお願い
します。
　最初に私のほうから、PFI刑務所というものについて説明させていただ
きたいと思います。PFI刑務所とは、民間の資金とノウハウを活用して施
設の維持、管理、運営などを行う刑務所のことで、あんまりなじみのない
方々からすると、刑務所は専門の勉強をした公務員の人たちだけによって
運営されていると思っておられるでしょうけど、それだけだと人手が足り
なかったりするので、手伝えるところは民間の企業に手伝ってもらおう、
そのノウハウを活用しよう、と民間の手が入る刑務所ということになりま
す。
　それでは我々学生の準備した質問に入りたいと思います。入る前に少し
説明したいんですけど、第１章、第２章、第３章という順番に、「25の質問」
には書かれているんですが、少しゼミ生の都合で、本日第１章をやった後
に、第５章を先にやって、その後に第２章、第３章、第４章、「全体を通して」
とつながっていきますので、よろしくお願いします。それでは早速、第１
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章を担当の人から、質問させて頂きたいと思います」
大塚：「その前に、この本を読んでいない人がいるかどうか聞いてもらえ
ます？」
学生A：「はい。この本をまだ読んでない方って、いらっしゃいますか？
手挙げて頂いてよろしいですか？」
大塚：「プログラムの概要を私からちょっと、お伝えしてもいいですか」
学生A：「はい。では大塚さんの方からプログラムの概要を説明してくだ
さるということなので、マイクをお渡ししたいと思います」
大塚：「では、質疑応答に入る前に、この本をまだ読んでいない人のために、
そもそもこれはどんなプログラムなのか、ざっと説明しますね。
　今ご説明いただいた通り、PFI刑務所ということで、民間のプログラム
が国営の刑務所の中に入ることが可能になった。で、どんなことをやろう
かと民間側の企画者が考えたときに、ぜひ犬のプログラムをやりたいって
いう人がいたんですよね。そこにもありますけど、私が昔書いた、アメリ
カの女子刑務所で介助犬を育てているプログラムのことを読んでくれてい
た人がいて、その人から声を掛けてもらって、一緒にやることになったん
です。
　最初その企画者は介助犬を育成したいと思ったんですけれども、介助犬
の数は、日本ではまだ100頭に満たないぐらい。需要も実はそんなに大き
くなくて、あまり広まってないということと、インストラクターの数がす
ごく少ないので、刑務所にまで教えに行く余力がないと。一方、盲導犬は
待機者が3000人もいるといわれていて、全然足りてないんですね。なので、
24時間のマンパワーを注げる受刑者にパピーの育成をしてもらったらどう
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か、というアイデアが浮上しまして、それで盲導犬パピー育成プログラム
になったんですね。
　どんなことをやっているかといいますと、2009年にプログラムがスター
トして、今、第７期に入ってるんですけど、6Cという一つのユニットで、
昼間は職業訓練として点字点訳の作業をしながら、一方で、盲導犬候補と
して託されたパピーたちの世話をしている。それを月曜から金曜まで、刑
務所の中でやるんですね。
　で、盲導犬のパピーってどういうふうに育つかというと、まず生まれて
から最初の２ヵ月間は、繁殖ボランティアの家で母犬や兄弟犬たちと一緒
に暮らすんですね。
　そして、それが終わると生後２ヵ月から１歳になるまでの間は、社会化
のためにパピーウォーカーっていう、一般のボランティア家庭に預けられ
るんです。そこで人間と暮らすために覚えなきゃいけないこと、人間と一
緒に外出するとか、車に乗るとか、いろんな人に触ってもらって仲良くす
るとか、そういった社会化の過程を経て、１歳になったら訓練学校に入っ
て、そこから盲導犬としての訓練が正式にスタートするんですね。
　１年か１年半ぐらい訓練をして、盲導犬に向いている犬はなるし、なら
ない犬は、例えばPR犬、盲導犬はどんな仕事をするのかをアピールする
ためのPR犬になるか、もしくは家庭に入って、一般家庭の犬になるか、
だいたいそういうコースになります。盲導犬になるまでっていうのは、本
当にいろんな人の手を経て、いろんな人に大事に育てられて一人前になっ
ていくんですね。
　その過程で一番重要な時期が、実はこの２ヵ月から１歳になるまでの
10ヵ月間なんです。この時期の社会化がうまくいくかどうかによって、人
間と暮らして人間のために働くのが楽しい、うれしいと思える犬になるか
どうかが決まる、それほど大事な時期なんですね。
　だけど、日本で盲導犬がなかなか増えない理由の一つは、その大切なパ
ピーウォーカーのなり手が少ない。というのは、やっぱり、１歳未満の子
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犬って、もう、やんちゃで、はちゃめちゃなんですよね。だから、なかな
かお留守にもできないし、本当に家にいる時間が長いお家じゃなきゃでき
ない。あと、パピーウォーカーをやった人は、これからっていう、一番か
わいい盛りのときに、さよならしなくちゃいけない。やっぱりそれがつら
くて、「もう１回でいいわ」って言う人もいたりとか。そんなことがあって、
なかなかパピーウォーカーのなり手を探すのは難しいんですね。それを解
消するために、刑務所で24時間、犬とつき合える受刑者たちに頑張っても
らおうと、そういうこともあって、このプログラムは始まったわけです。
　ただ、刑務所の中にいるだけでは社会化が不足しますよね。車に乗るこ
ともないし、人混みに行くこともないし、お祭りに行ったりすることもな
いし、同じような環境でずっと10ヵ月間過ごすのは刺激が少なすぎる。な
ので、週末だけ一般家庭に預かってもらうようにしています。今のパピー
プログラムは、１ユニット、大体30人から36人で、６頭を育てる。つまり
６人１組に対して１頭っていう、そういうチーム編成でやってるんですけ
ど、その一つのチームに対して１家族が、週末付くんです。そして、刑務
所の中にいるチームと外にいる家族とで、パピーウォーカー手帳っていう
飼育日誌をやり取りして、お互いに連絡を取りながら育てている。後で質
疑応答で出てきますけれども、とりあえず今のところは顔を合わせること
はなくて、日記のやり取りだけでやってます。
　で、今までに、６期までで150人の受刑者、私たちは訓練生って呼んで
いますけれども、訓練生が、このプログラムを修了しています。そして、
もうそのうち94人が、２月の時点で出所しています。そして犬はといいま
すと、もうすでに７頭の盲導犬が私たちのプログラムから誕生しています。
PR犬も３頭出ています。というわけで、やっている側の手応えとしては、
とってもうまくいってると思っているんですよ。やはり実際に盲導犬が
育っていることが何よりの成功のバロメーターかな、というふうに思って
いるので。順調にいってますね、今のところ。いろいろ、ありましたけど。
　で、そのいろいろあった話　最初の頃は大変だったので　が、この本に
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ぎっしりと詰まっています。大体これで、プログラムがどんなふうに動い
ているか分かりましたか？　何となくイメージ、つかめました？　大丈夫
ですかね。では」
学生A：「ありがとうございます。それでは１章の担当の者から質問させ
て頂きます」
学生B：「本日はよろしくお願いいたします。まず最初の質問なんですけ
れども、『本書』の７ページでは、「パピーに指示を出した際に、パピーが
言うこと聞いてくれなくて、振り回される訓練生の方を、訓練士の方が笑
いながら「犬に遊ばれてますね」と言うと、周りを囲む訓練生たちからも、
どっと笑いが起きた」という、ほほ笑ましい話が書いてありますが、この
ような笑いが通常の刑務所で起きたりということは考えにくいと思うので
すが、これはPFIの刑務所だからなのでしょうか？　また、この盲導犬パ
ピープログラムによる訓練の雰囲気から起きたものなのでしょうか？」
大塚：「これはPFI刑務所だからというよりは、やっぱり犬がいるからだ
と思いますね。私は一般刑務所は見学にしか行ったことがなくて、この島
根あさひ社会復帰促進センターみたいに現場に張り付いて見てきたわけで
はないので、比較はなかなかできないんですけれども。でも、たとえこれ
が一般刑務所であったとしても、それこそB指標のハードコアな人たちが
いる刑務所であったとしても、犬がいれば自然に笑いが起こるだろうと思
います。それが犬の力、人間関係の触媒という犬の力だと思いますね」
学生B：「続いての質問に移らせて頂きます。『本書』の16ページに、盲導
犬パピーを担当する人数について書いてありましたが、年によって変わり
ますが、受刑者６人１組で１頭のパピーを担当すると書いてあったのです
が、この数について、僕はすごく多いなと思ったのですが、こちらは適当
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な数字なのでしょうか？適当な数字ということであれば、その理由も教え
て頂ければと思います」
大塚：「すみません。逆に質問なんですけど、１対１ぐらいの方がいいなっ
ていうふうに思われました？」
学生B：「１対１から２対１ぐらいの方が、よりじっくりと犬と付き合え
るのかなって、思ったのですが」
大塚：「はい、ありがとうございます。この人数に関しては、じつは毎年
悩んできました。島根あさひ社会復帰促進センターは八つのユニットで構
成されてるんですけども、一つのユニットの定員が58人なんですね。だか
ら本当だったら58人入れなきゃいけないところを、パピーユニットだけは
36人で許してもらってるんですね。で、36人で何頭犬を入れられるかって
いうのを考えたときに、犬のケージの置き場所とか、あと昼間は点字点訳
の作業をしてるわけですから、その作業場の広さとか、いろんなことを考
えると、36人と６頭、これ以上増やすのは難しい。
　実はある年、８頭入れたんですけど、かなり大変なことになりまして、
ちょっと無理だったんですね。なので、６人１組っていうのは、現実的に
それしかできないということで落ち着いた数字だったんです。でも、実際
に７期まで見てくると、チームワークの能力が上がってくるというか、今
まで人と一緒に仕事ができないとか、何でも自分一人で抱えて、人に意見
を聞いたり助けを求めたりできなかった人が、チームでやることによって、
できるようになってきたんですよ。そういうメリットがかなり大きく見え
てきたので、今は６人でいいかなっていう気がしていますけど、４人くら
いでもいいかもしれない。
　だから将来的に、もっと犬の頭数を増やせるようになる、例えばユニッ
トが二つに分かれるとか、そういうふうにしたときに、例えば２対１とか
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にはできるかもしれないですね。ただ、このチームワークによって得られ
るメリットのことを考えると、やっぱりチーム制は取りたいなと思ってい
ます」
生活棟の廊下でパピーを散歩させる　（大塚氏提供）
学生B：「ありがとうございます。続いて質問なのですけれども、当初は
このプログラムを作る際に、刑務所で介助犬の育成をさせるという案が
あったけれども、そのインストラクターの人数が日本にはまだ全然いない
ということで、盲導犬にしてはどうか？という流れで、盲導犬育成プログ
ラムになったそうなのですね。インストラクターの人数が十分な人数にな
るなど、条件が整えば、将来的に介助犬育成プログラムもわが国の刑務所
に取り入れられることはあるのでしょうか？」
大塚：「確かに、インストラクターの数が不足していることは、理由の一
つとして本に書きましたけれども、それだけではなくて、やっぱり需要の
問題ですよね。残念なことに、日本ではなかなか介助犬が浸透しづらい。
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いまだに介助犬を連れてスーパーに入ろうとしたら入店を断られるとか。
介助犬を連れていることによって、自由と自立が増すはずだったのが、な
かなかそうはいかないという現実があって、伸び悩んでいるところがあり
ます。そういった需要の面を考えると、介助犬は難しいかなっていうのが、
私の個人的な感想ですね。もちろんリクエストがあれば、やってもいいん
じゃないかとは思うんですけど。
　私はそれよりも、今後もし刑務所で犬の育成をするのであれば、保健所
のようなところに入れられて、殺処分になる運命の犬たちを救って、家庭
犬になれるようしつけをして、お家を見つけるという、そういうプログラ
ムをしたほうがいいと思っています」
学生B：「ありがとうございます。続いての質問なのですが、アメリカで
このように介助犬や盲導犬などを育てている団体の「PBB」（説明は頁末
資料参照）についてですが、こちらでは重い罪を犯した受刑者の方にも子
犬を任せて育ててもらっているそうですが、日本でも、再犯をしたり重い
犯罪をしてしまったり、犯罪傾向が進んだ人も、パピーの育成プログラム
を受けられるようにすべきでしょうか？」
大塚：「私は犯罪傾向が進んだ人であっても、パピーウォーカーとして、
きちんとやれる人はたくさんいると思うんですね。十分可能だと思います。
ただ、盲導犬育成プログラムよりも、さっきの話になるんですけれども、
保護された犬を家庭犬にするというプログラムのほうがいいと思います。
　その理由の一つは、まず、そういう犯罪傾向が進んだ人の刑務所に盲導
犬パピーの育成を指導できるインストラクターが行くかどうかですね。そ
ういう現実的な問題がありますね。初犯で犯罪傾向が進んでいない人の刑
務所だから、インストラクターが来てくれますけれども、より犯罪傾向が
進んだ人のところに、はたして行ってくれるインストラクターが日本で見
つかるか、それはかなりハードルが高いのではないか、っていうのは、一
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つ、あります。
　それともう一つは、なぜ保護犬がいいかといいますと、やっぱり犯罪を
して刑務所にまで来てしまった人というのは、非常に不遇な境遇で育って
きた人が多いので、そういう人たちからしてみれば、人間に捨てられてし
まったり、虐待を受けたりしたような犬たちを救う、そしてその犬たちが、
また新しい家族を見つけて巣立っていく、そのことと自分の成長を重ね合
わせるメタファーの力を考えると、そのほうが私は効果が高いと考えるか
らなんですね。
　ですから、盲導犬パピーの育成プログラムも、それはそれで、すごくニー
ズもあるし、いいんだけれども、むしろそれは私は女性の刑務所でやって
ほしいと思っていて、犯罪傾向が進んだ成人男性の施設であれば、保護犬
をやってほしいなっていうふうに思っています」
学生B：「ありがとうございます。続いての質問に移らせて頂きます。週
末にパピーを預かってくださるウィークエンドパピーウォーカーの方と、
訓練生の方との連絡手段として使われている、「パピーウォーカー手帳」は、
具体的にどのように活用されているのでしょうか？　また、「パピーウォー
カー手帳」そのものは海外の類似のプログラムには、ないそうですが、そ
こでは受刑者の方と、外で犬と関わる方との間での、代わりとなる連絡手
段はどのようなものがあるのでしょうか？」
大塚：「まず、パピーウォーカー手帳がどのように活用されているか、な
んですけれども、私たちが最初考えたプランでは、要するに、お互いに対
面してのやり取りができないので、それを補う手段として、育児日誌みた
いなものですよね、そういう日記のやり取りをすればいいだろうと。それ
でお互いの、目で見ることのできない、それぞれの場所での様子を知らせ
合うという、情報交換のために作ったものだったんです。実際は、そうい
う私たちの意図したことをはるかに超えて、非常にいい、もしかしたら、
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このプログラムの最大の収穫の一つじゃないかと思うぐらいの良さがあっ
たんですね。
　それはどういうことかと言いますと、週末の一般家庭の人たちが、いろ
んなところにパピーを連れて行きました、こんなことをしました、ってい
う報告をしてくれるだけではなくて、中の人たちを労わる言葉をかけてく
れるようになったんですね。「そちらは寒いでしょうね」とか「暑いでしょ
うね」とか「体に気をつけてくださいね」って。そういう言葉を聞くこと
が、中の人たちにとって、どれだけ大きいか。つまり社会から自分はまだ
完全に排除されたわけではなくて、まだどこかにつながりがあるという、
そういう気持ちになれたこと。そして、一般家庭の人たちからしてみれば、
今まで刑務所に行くような人は特別な人で、怖い、とにかく自分たちとは
異質であるって思っていたのが、パピーがいたずらしたら、こんなふうに
対応してますよ、とか、中でいろんな工夫をしている様子を伝えてくれた
り、絵を描いてくれたり、そういうのを見て、同じ人間なんだなって思え
るようになっていった。というわけで、人間的な絆を作る上で、このパピー
ウォーカー手帳は大ヒットでした。
　海外の場合、アメリカの場合ですけれども、手帳をやっているとは聞か
ないんですね。これは私の推測なんですけど、それは必要がないからだと
思います、多分。というのは、アメリカのプログラムの場合はボランティ
アが施設まで来て、実際に訓練を担当している受刑者と直接話ができるの
で、手帳に書く必要がないからだと思いますね。そういう意味では、日本
ほど厳しくないといいますか、もちろん刑務所の中にまで入って受刑者と
実際に接するレベルまでいくためには、ボランティアのほうもトレーニン
グを受けなければならないんですけどね。誰でも来て、ぱっとできる、と
いうわけではなくて、ボランティアトレーニングというのを、ちゃんと受
けた上で、なんですけども。そういうふうにして、ボランティアが刑務所
の中に入れるようにしているので、直接のやり取りができる、ということ
です」
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学生C：「ありがとうございます。『本書』の38ページでは、盲導犬パピー
育成に関するプログラムの取り決めなどを書いた、『盲導犬パピー育成テ
キスト』について書かれているのですが、この『盲導犬パピー育成テキス
ト』には、実際に訓練生の方の心に、アニマルセラピーの効果があると思
うんですが、「このプログラムはアニマルセラピーではない」と明記され
ているそうです。それは、なぜなのでしょうか？」
大塚：「これは本当にいい質問です。ここは結構こだわりの点なんです。
というのは、犬と接していることで、セラピー効果はもちろんあるんです
けれども、なぜわざわざ『アニマルセラピーではない』とうたったか、そ
れは、アニマルセラピーというのは、自分が癒やしを受ける側ですよね。
自分が受益者なわけです。でもこのプログラムは、視覚障害のある人のた
めに盲導犬を育てるという、社会貢献なんですよ。自分が与える側に立っ
ているということ、その点をすごく大事にしたかったんですね。
　この人たちは、いろんな人を不幸にした、社会や他人から奪ってきた人
たち、人を傷つけてきた人たちですよね。もちろん自分たちも傷ついてる
から、癒やされる必要もあるんだけれども、それだけでは、その先には行
けない。人を傷つけた人たちだからこそ、自分が誰かのために何かできる
立場に立ってほしかったんですね。そして、人の役に立てるということで、
自己肯定感を持って、立ち直っていってほしいと。社会貢献であるってこ
とが、最大のポイントなんです。
　このプログラムだけではなくて、島根あさひでは、他にも社会貢献活動
をしていまして。それは再生自転車の活動なんですね。放置されていた自
転車を修理して第三世界の国々に寄付する活動もやってます。あと、もう
一つ、別のPFI刑務所である、山口県の美祢社会復帰促進センターという
所では、女性受刑者が子供服をリサイクルして、ボタンが取れたら付けて、
きちんとアイロンをして、タンザニアに送るという活動をしていたりする。
　今は、社会を傷つけた人たちだからこそ、社会貢献のチャンスを与える
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ことがすごく大事だと、法務省のほうでも認識していて、できるだけ多く
の社会貢献プログラムを入れていこうとしています。
　あと、もう一つ、これは専門的な話なんですけど、アニマルセラピーと
いうのは、治療目的で行うものなんですね。だから、治療目的でないもの
は、そもそもアニマルセラピーとは言わないので、それもありますね」
学生D：「次に第５章についての質問をさせて頂きます。第５章は、パピー
プログラムが修了するというところのお話になります。
　ではまず一つ目の質問をさせていただきます。『本書』には、「実際に始
めてみると、まだ準備段階であることに気づかされた」と書いてあったん
ですけれど、その中で実際に、最初の説明不足や準備不足があったという
段階が書いてありました。それ以外にも何か準備不足の点がありました
か？私自身がここが準備不足じゃないかなと思ったのは、刑務官の心の準
備という面が足りなかったのではないかなと感じました」
大塚：「はい、確かに。ありがとうございます。確かに刑務官の人たちの
心の準備が足りてない、それは最大の準備不足でしたね。これは、今も、ずっ
とずっと努力を続けなければいけない話なのですが。
　本を読んでいない人のために、ちょっと補足しますと、ああ準備不足だ
な、と思ったのは、やっぱり最初の説明が足りていなかった。訓練生の中
には１対１で、自分が１頭の犬を任されるものだと思い込んでいた人がい
て、皆でやるんだっていうのを聞いて、がっかりした。あと、週末パピー
がいなくなるというのを知らなくて、やっと休みに入ってパピーと一緒に
いられると思ったら、なんだ、ボランティアの家に行ってしまうんだ、っ
て、がっかりした人がいたり。あと、点字点訳の作業が１日の大半を占め
ているわけですけど、そのときはパピーはケージの中に入ってるわけなの
で、触れるのは休憩中だけ。そんなのやだ、と思った人がいたりとか。
　本の中では書いていませんが、ちょっと大きかったかなと思ったのは、
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これは建築上の問題なんですけども、6Cのユニットの外には、グリーン
テラスというテラスがあります。そこで外の風に吹かれながら、外の空気
を吸えるというスペースで、各ユニットにあるんですけども。毛が飛んだ
りするので、そこでパピーのブラッシングをやろうと思ってたんですが、
屋根がないために、雨があると水浸しになってできなかったんですよ。で、
しょうがないので、頼んで、そこだけオーニングを作ってもらったんです
けど、やっぱりちょっと急ごしらえで、長さが足りなくて、結局ほとんど
役に立たず。だから、グリーンテラスでグルーミングをするという当初の
予定が狂ってしまって、結局、中でやることになり、それで掃除機を買わ
なくちゃいけなくなったりとか、いろんなことがありました。
　でも確かに、今コメントしてくださったように、このプログラムの意義
みたいなものを、実際に現場に関わる刑務官の人たちだけではなくて、警
備に関わるALSOK総合警備保障の警備担当の人たちに対しても、もっと
きちんと研修をしておけばよかったな、っていうのは思います。これは今
も課題ですね」
学生D：「ありがとうございます。次に『本書』194ページ以降では、パピー
プログラム修了式についてのお話が進んでいくんですけれど、その中で「パ
ピープログラムの歩み」と題したスライドショーを行っていたのですが、
これは大塚さん自身が提案したものなのか？　またその場合はなぜやろう
と思ったのか？などを、お聞きしたいと思います」
大塚：「これは、私のアイデアというか、私が頼みこんで、やらせてもら
うことになったんです。最初の１年目の国の担当の方が非常によくサポー
トしてくれて、実現できたことなんですけれども。なぜやろうと思ったか
というと、やっぱりパピーを育てている10ヵ月間というのは、本当に皆、
無我夢中で、目の前に起こることに対処する、それで精いっぱいなんです
ね。犬が大きくなるのって、あっという間ですし。犬を育てたことのある
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人はご存じだと思うけど、本当に子犬って、あっという間に大きくなっちゃ
いますよね。はっと気がついたら、修了式まで来てしまったっていう、そ
のくらい早いものだと思うんです。そういう彼らに、この10ヵ月間、あの
時こうだったなあ、こんなにちっちゃかった犬が、今こんなに大きくなっ
たんだなあって、そういうことを、じっくり振り返るチャンスをあげたかっ
たんですね。それは彼らへの贈り物でもあるし、ねぎらいでもあるし。
　あと、やっぱり、自分の10ヵ月、苦労した10ヵ月を振り返ることで、も
う一度この経験を、自分のものにしてほしいというか、かみしめて、自分
のものにしてほしいという、そういう思いもありました。
　おかげさまで、これはすっかり定着しまして。もう今は、私自身はスラ
イドショーをやっていません。パピープログラム担当の支援員の人たちが
撮りためた写真を、私なんかよりもよっぽど技術のある人が、映像に仕立
ててくれて、音楽も付けて、今は見事なビデオを最後に上映してくれるよ
うになっています」
修了式で、日本盲導犬協会理事長にパピーを返す（大塚氏提供）
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学生D：「ありがとうございます。次に、ウィークエンドパピーウォーカー
と、訓練生のパピープログラム修了式についてお聞きしたいです。雰囲気
などに何か違いはありましたか？　私自身は、刑務所というと、やはり厳
かとか、すごく厳しいイメージがあります。式は粛々と、その通りにやっ
ていくイメージがあるんですけれど、いかがでしたか？」
大塚：「まさにおっしゃる通り、その通りです。外のボランティアの人た
ちの修了式っていうのは、別にリハーサルもないし、本当にもっと気楽な
感じだったんですけれども、刑務所の中ではちゃんとリハーサルもして、
万全の準備をして臨んだので、非常にフォーマルだったし、シリアスでし
た。
　それと、中の人たちにとっては、やっぱりもうこれでお別れなんだって
いう、その別れの実感みたいのは、より大きかったんじゃないかなと思う
んですね。一般のパピーウォーカーであれば、また会うチャンスはある。
非常に限られてはいますが、１回ぐらいは会えるんですけども、訓練生の
場合は、もう二度と会えないわけですから、そういう意味で、これが最後
なんだっていう名残惜しさは、より大きかったかなというふうに思いま
す。」
学生D：「ありがとうございます。最後に、立ち上げから関わってきた大
塚さんですから、やはり大塚さん自身は、訓練生のパピープログラム修了
式で、こんなふうに感じたとか思ったということがあったら、何かを教え
ていただきたいと思います。よろしくお願いします」
大塚：「そうですね。修了式っていうのは、毎回すごく感動するんですけ
れども、１期目はやっぱり特別でしたね。まずは、１年間、とにかく無事
にやり遂げることができたという安堵の気持ち、ほっとしたことが一番な
のと、最後までやった訓練生の彼らを非常に誇りに思いましたよね。
−248−
平　山　真　理
　多分、これは、それこそ平山先生なんかにお聞きしたいんですけど、自
分の生徒たちを送り出す学校の先生の気分っていうんですかね、本当にそ
んな感じで。私の場合は、大学というより小学校の先生だったような気が
しますけど。あの１年間というのは、ものすごく密着していたし、プログ
ラムがいろんな壁に突き当たるたびに一喜一憂してきたので、とにかく最
後、皆でこの日を迎えられて、パピーたちも元気で巣立つことができて、
本当にほっとしましたよね。彼らに対して、私たちの準備不足とか、いろ
んな苦労をかけたにも関わらず、最後まで頑張ってくれて、本当にありが
とう、っていう気持ちでいっぱいでしたね」
学生E：「続いて『本書』の第２章に移って、質問していきたいと思います。
こちらの本の53ページには、訓練生の方たちとパピーが初めて会ったとき
のことについて書いてあるのですが、人間であれば、罪を犯したことのあ
る人たちと会うときは、結構、緊張したり、怖いなと思ってしまうことが
あると思うのですが、パピーたちに怖がる様子などはみられましたか？」
大塚：「それは全く、なかったですね。犬は人を、どんな人かというレッ
テルで見ることは絶対にないんですね。相手が犯罪者であろうと、病気の
人であろうと、精神障害の人であろうと、どんな人であっても、そういう
ことは犬には全く関係ない。犬は自分に対してどう接してくれる人なのか、
それだけを見ますから。全く怖がる様子はなかったです。
　それと、もう一つは、犬を虐待してしまうかもしれない可能性のある人
は最初から選んでいませんので。皆犬が好きで、犬と一緒に暮らすのを楽
しみにしてきた人たちばかりですから、それは当然パピーにも伝わってい
たと思うんですね。ですから、怖がるっていうことは全くなかったです」
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パピーをグルーミングする訓練生　（大塚氏提供）
学生F：「続いての質問なんですが、本書の72ページに、“トライアル期間
を２週間に設定して”いると書いておられます。トライアル期間っていう
のは、お試しで１回、飼ってみて、その後、訓練生の仕事ぶりを見てから、
正式にパピーウォーカーに任命するという、期間があるんですが、そのト
ライアル期間を２週間に設定した理由は何ですか？　また２週間を経た上
で、正式に訓練生がパピーウォーカーに任命されなかった例は、ありまし
たか？」
大塚：「実は、トライアル期間を設けたのは最初の１年目だけなんですね。
これは私たち全員が試行錯誤の最中で、手探りだったってこともあって、
かなり慎重な手続きを取ったんです。
　なぜ２週間にしたかというと、これは、何となく皆、２週間だよねって
いう感じで落ち着いた。例えば、いろんな動物の保護団体から犬や猫をも
らう場合、トライアルはたいてい２週間に設定されてるんですね。２週間
やってみて相性が合わなければ、もうそこで、大体分かると。それで２週
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間というのが、何となく皆の中から自然に出てきたんだと思うんですけれ
ども。
　訓練生が任命されなかった例は、ないです。と言っても、実際には１年
目しかやってないですけど。もうその後は、やらなくても大丈夫と、私た
ちも自信がついたので、やってないですね」
学生G：「ありがとうございます。続いての質問に移っていきたいと思い
ます。ウィークエンドパピーウォーカーの人たちは、本書に書いてあった
んですけれど、訓練生というと、やはり罪を犯した人ということになるの
で、そのことに対しての不安だったりとか、本書にはまた、犬の面の負担、
体の面の負担などについて書いてあったのですが、実際にウィークエンド
パピーウォーカーの人たちは、このように不安を感じることが多いんです
か？」
大塚：「これも実は最初だけでしたね。１回目っていうのは、そもそも受
刑者の人たちと一緒になって犬を育てるなんてことは、日本で誰もやった
ことのない試みでしたから。ですから、中にはちょっと漠然とした不安を
感じる人もいたんですね。でも、１年やってみて、非常に良かったと。２
年目以降も３家族全員が残ってくれて、また引き続いてやってくれたんで
すね。２年目は犬が増えたので、新しい人も入りましたけど。結局、長い
人は７期全部やってくれた人もいますし、大体３期ぐらいやってくれたり。
あと、またその人たちの口コミで、私もやってみたいっていうふうに、新
たな人たちが、どんどん来てくれて。もう、相手が受刑者だから不安を感
じるかもしれないと、そういう心配は一切していないです、おかげさまで」
学生G：「“ウィークエンドパピーウォーカーと訓練生のやり取りはパピー
ウォーカー手帳のみで、顔を合わせることはない”とあったのですが、
ウィークエンドパピーウォーカーと訓練生の関係は、うまくいくことが多
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いのですか？」
大塚：「そうですね。そう思います。うまくいかなかったことは、今まで
一度もないですね。それは、一つの理由は、犯罪者と関わりたくないと思っ
ている人は、そもそもこのプログラムのパピーウォーカーになることはな
い。やっぱり犬を育てるだけではなくて、そのことによって中にいる人た
ちの支えにもなりたいなって思ってくれるような人たちが、なってくれて
るっていうことも大きいと思いますね。で、中の人たちにしてみれば、自
分たちのプログラムにこうやって手を貸してくれる、一般の人たちが、別
にやらなくてもいいのに、どうしてここまでやってくれるんだろう、と感
謝を感じる人が、すごく多いのですね。ですから、これは本当にうまくいっ
てると思いますね」
学生G：「ありがとうございます。第２章、最後の質問になります。先ほ
どの質問と重複するところがあるんですけれど、訓練生とウィークエンド
パピーウォーカーは、パピーウォーカー手帳のみでのやり取りになってい
ますが、実際に顔を合わせることはないんですけれど、先ほどの質問の回
答の中で、アメリカでは実際に直接訓練生に会うことがある、というふう
におっしゃっていましたが、大塚さんは、やはりアメリカのように、日本
でもそのように顔を合わせてのやり取りは必要だと思いますか？」
大塚：「そうですね。必要不可欠とまでは思わないんですけれど、顔を合
わせて実際に言葉を交わす機会があったほうが、訓練生にとってはいいと
思います。
　例えば修了式のときですね。普段のやり取りはパピーウォーカー手帳で
いいと思うんですけれども、修了式のときだけは、一緒に１年間パピーを
育てた仲間として、ウィークエンドパピーウォーカーさんたちも来て、一
緒に、無事に育て上げたねって、ねぎらい合う、そういう場ができたらな
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と。これは実は毎年持ち上がっている話で、やりたい気持ちはあるんです
けれども、なかなか実現してないんです。
　というのは、訓練生はいいんですけれども、ウィークエンドパピーウォー
カーさんのほうで、もしかしたら、そこまではしたくないっていう人がい
るかもしれない。具体的に一人一人全員に聞いたわけではないですけれど
も、訓練生の人たちと実際に顔を合わせることもあるかもしれないってい
うことによって、引く人もいるかもしれない。そこら辺は、まだ分からな
いんですけれども。微妙ですね。いつか、もしかしたら実現するかもしれ
ませんけども。ちょっと、今のところ、これはペンティングというか、こ
れからもしばらく考えるという状況ですかね」
学生G：「ありがとうございます。ここで『本書』の第２章についての検
討が終わりましたが、この段階で何か他に質問など、ありますでしょう
か？」
平山：「はい」
学生G：「先生、お願いします」
平山：「受刑者に動物の世話をさせるプログラムを採用している海外の刑
務所でも、動物虐待歴のある受刑者は最初から対象外とするところが多い
と思います。私もそうすべきだとは思うんですけども。
　でも最近『絶歌』を出版した少年Aの場合もそうですし、凶悪な事件に
ついて見てみると、動物虐待から入って、だんだんその攻撃性が人間に向
かっていくケースが、少なくないのではないかと思います。だとすると、
動物虐待をしたことのある人こそ、命の大切さを分かってほしいとも思う
のですが、将来的にはそういう人たちについても、スーパーバイズを手厚
くしながら、動物を世話させるプログラムに関わらせていった方がいいと
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お考えですか？」 
大塚：「まず、盲導犬パピーの場合は無理だと思いますね。というのは、
盲導犬候補として生まれるパピーというのは、本当に注意深く繁殖されて
生まれてくる、盲導犬協会の貴重な財産なんですね。その大切なパピーを、
この受刑者の人たちがお預かりしてる立場なわけですよね。だから本当に、
その大事なパピーを育て上げられる人であるのかどうかっていうことが、
やっぱり彼らの一番の心配なわけですね。だから虐待歴のある、もしくは
虐待する可能性のある人に、そういう盲導犬候補のパピーを託すというの
は、それはちょっと無理だと思いますね。どんなにスーパーバイズがあっ
たとしてもね。
　では、これが、もし全く別のプログラムで、たとえば保護犬のプログラ
ムなんかで、できるかどうか。その場合でも、やっぱり非常に人手があっ
て、見ている人がたくさんいる、そういうかなり手厚い布陣を打たないと
難しいかもしれない。でも、24時間型のプログラムではなくて、通い型の
プログラムでやることは可能かもしれないですね。誰の目も届かないとこ
ろに、犬とその人が２人きりになるような時間がないような。
　さっきの少年院の例で言いましたけれど、インストラクターが授業のと
きだけ犬を連れてきて、その人にしつけをしてもらう、世話もしてもらう
と、そういう限定的な中でやるということなら、可能かもしれないですね。
　でも私が思うのは、生命尊重を教えるならば、まず大型動物から入った
ほうがいいと思いますね。人間によって傷つけられる心配のない、大きな
動物。犬とか猫とかウサギとか、人が手であやめてしまえるような弱い動
物では、ちょっと動物がかわいそうだな、って思うんですね。
　そこにある『やさしさをください』っていう本にも書いたんですけども、
これは動物を虐待する子どもに、動物を虐待しないように教えようと思っ
て始めたプログラムが、ふたを開けたら、動物を虐待するような子たちは、
じつは皆、彼ら自身も虐待の犠牲者だったってことが分かって、大きく方
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向転換した、そういうプログラムの話なんです。そのプログラムでも、最
初はまず大型動物から入るんですよね。馬とか、ロバとか、ヤギとか、羊
とか。子どもがちょっとぐらい何かやっても傷つかないような、強い、頑
丈な大きな動物から始めると。それで、相手のテリトリーを尊重して、少
しずつ受け入れてもらうという練習を積んだ上で、厳密なスーパーバイズ
の下で、やっと犬や猫を抱っこさせてもらうところまでいくという、そう
いうステップを踏むわけです。やっぱりそれは必要かな、というふうに思
いますね」
平山：「ありがとうございました」
学生G：「ありがとうございます。他に質問は、ありますでしょうか」
参加者X：「被害者支援にかかわっている者です。実は、虐待を受けてる
子どもたちとか、DV被害者女性に同伴する子どもたちの中には、シェル
ターに入ってるとき、しばしば見られるのですが、ものすごくかわいがっ
ていたハムスターを虐待するとか、持ってきた猫をガスで焼いてしまうと
か、することがあるのです。ものすごくかわいがってるってことは分かる
んだけど、たまたま、そういう居場所に直面するわけですよね。だけど、
そういうところを見なければ、とても動物をかわいがってる子どもにしか
見えないんです。
　で、そのとき、例えば少年院の少年少女たちが、ものすごく動物が好き
なんだよって言いながらも、その虐待の現場を、誰にも見とがめられてい
ないようなときに、その見極めっていうのは、どんなふうにするのかなと、
ちょっと思ったんですね」
大塚：「見極めってすごく難しいと思います。自分が暴力にさらされて育っ
た子どもが、自分より弱いものに暴力をふるってしまうっていうのは、やっ
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ぱり、ありますよね。それはその子のせいというよりも、それしか知らな
いし、その子自身の抱えている、本当に一番かわいそうなところの一つか
なと思うんですけれども。
　事前に見極めがつかないから、この子は大丈夫そうだなっていう子を選
ぶにしても、そこから徐々に虐待しない子どもになっていくまでって、やっ
ぱり、とても長い旅、その子の癒やしの過程とも重なるものだから、本当
に長い旅ですよね。だから、見極めをするというよりは、そういうことに、
なるべくならないようにする。動物を守るということをちゃんと考えて、
やっぱりその子と動物だけを２人きりにしないとか、危ないものがそばに
ないようにするとか、安全な環境を周りが用意するしかないんじゃないか
なと思いますね。
　本当に意外な子がやったりするでしょう？　そう、だから、かわいがるっ
ていうことの意味が、もしかしたら分かってないのかもしれませんよね。
相手の痛みが、もしかしたら、分からないから。虐待してるつもりなんて
本人は全くないのに、すごく強い力でぎゅって抱きしめちゃって動物が死
んじゃうとか、そういうことだってあるわけだから。だって、そういう力
のかげんだって、教えられてきてないわけですもんね。
　だから、やっぱりそれは周りが何とかしなきゃいけないことなので、動
物にとっても子どもにとっても安全な環境を用意するしかないと思います
よね」
学生Ｈ：「第３章に移させていただきます。『本書』の110ページに、「刑務
所の中では口論もけんかも許されない」とありますが、実際オーラ、ナッ
シュ、ナーブの三つの班で、いい意味で競争心はあってはいいと思うんで
すけども、実際、ライバル視し合うことはあったんですか？」
大塚：「ライバルというほどのものではなくて、うちの子が一番かわいい
みたいな、本当に親バカ的なもの、そういうのはどの班もあったと思いま
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すね。だから、ナーブはあれができたのに、うちの班のオーラができない
とかになると、なんでうちの子だけ？ってなったりすることはありました
けども。
　でも、最初の年は11人しかいなかったし、今は30人くらいなんですけど
も、皆、小さいユニットの中で一緒に暮らしてるわけですから、ライバル
意識なんかより、むしろ皆で育ててるっていう、そんな感じのほうが強い
と思いますね」
学生Ｈ：「ありがとうございます。オーラ班の一人が途中で抜けてしまっ
た際に、『主担当のナガセさんは、全く淡々としていた』とあります（『本
書』120頁）が、オーラには何の変化もなかったのですか？」
大塚：「このときは１年目だったので、４人の班の内の１人が抜けて、３
人で１頭を育てることになったわけなんですけれども、私たちが見ていた
限りでは、犬に影響があったという感じはしなかったですね。１対１のプ
ログラムでその人が抜けてしまったら、犬にはすごく影響があると思うん
ですけれども、そこはやっぱりチーム制なので、１人抜けても何とか、犬
には影響はなくできたと思いますね」
学生Ｈ：「ありがとうございます。「犬にはあまり興味がないが、点訳は学
びたいという人が来る可能性も当然ある」と書いてありますが（『本書』
121〜122頁）、こういう受刑者が来る可能性があるのにも関わらず、この
点訳職業訓練とパピー育成事業の二つを6Cにしたのはなぜですか？」
大塚：「6Cにしたというのは、つまり点訳と同じユニットにしたのはなぜ
か、っていうことですよね。パピー育成プログラムというのは、教育プロ
グラムなんです。職業訓練は、また別のもの。つまり、教育プログラムだ
けを一日中やっているわけにはいかなくて、何か職業訓練とセットにしな
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くちゃいけなかったわけなんですね。
　そのときに、じゃあ、どの職業訓練と組み合わせるのがいいかって考え
たときに、他に例えばパンを焼くとか、玉ねぎを切るとか、あと音訳とか、
介護、理容、医療事務とか、それはもういろんな職業訓練があるんですけど、
たくさんある中で、なぜこの点訳を選んだか。それはやっぱり、パピーを
育てると同時に、点訳のボランティアを皆にやってもらうことで、視覚障
害の人たちのために何か貢献するという明確な目標を持って生活する、そ
の相乗効果があるんではないかと思ったからなんですね。何か職業訓練を
受けなければならないのであれば、例えば医療事務をやりながらパピーを
育てるよりも、点訳の職業訓練を受けながらやったほうがいいだろうと。
　パピーの世話だけする、ということはできなくて、全員が必ず点訳の職
業訓練も受けなくてはならないので、どちらかに興味が偏る人っていうの
はもちろん必ずいるんですけれども、私が今まで見てきたこの７年間で、
それがそんなに大きな問題になったことは、ほとんどないんですね。実は
犬は飼ったこともないし、よく分かんないけど、点訳をやりたいからと来
る人はけっこういるし、実はそんなに犬が好きじゃないっていう人も、い
たりはするんです。でも、やっているうちに、それなりに好きになってい
くんですね、これが。最後まで犬が嫌いなままで終わる人は、１人やめて
しまった人がいましたけど、その人ぐらいでした。逆に、やりたいのはパ
ピープログラムだけで、本当は点訳なんか面倒くさいと思ってきた人が、
実際やってみると、自分がそういう新しい言葉を学ぶことができてわくわ
くするとか、いろんな展開があって、この二つをセットにしたのは大正解
だったなと、実は思っています」
学生Ｉ：「ありがとうございます。第３章、ここで終わりなので、この段
階で何か質問、ありますでしょうか？　じゃあ、ないようなので、第４章
に移りたいと思います。
　第４章、『本書』の158ページに、「刑務所側の対応にも、人一倍不満を
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感じていた」とあって、刑務官の方と訓練生が一生懸命やっているのに、
ちょっと、いざこざというか、あるような描写があったんですが、刑務官
はパピー育成プログラムを快く思っていないのでしょうか？　それとも何
か仕方のない事情があって、パピー育成プログラムがやりづらい環境に
なってしまっているのでしょうか？」
大塚：「刑務官がパピー育成プログラムを快く思ってないってことは、な
いと思うんですね。これまで７年間やってきて、実際に盲導犬も育ってい
ますし、島根あさひにとっては看板プログラムです。これが嫌だと思って
いる人は一人もいないと思うんですけれども、個々の場面にどう対応する
かっていうときに、それぞれの人の個人差が出る、ということが今まであっ
たんですね。でもこれも、なにしろもう７年やってますから、そういう不
協和音もずいぶん少なくなったなと思うんですけれども。
　そもそもこのPFI刑務所という事業自体が、日本でまだ新しい。特に最
初の１年目は、PFI刑務所の経験のある人は、ほとんどいなかった。皆、
従来の刑務所で、従来のやり方でやってきた人たち。日本の刑務所は、き
ちんと規律を保って、びしっと時間を守って、粛々とやっていくと。それ
によって刑務所内の安全を確保しているわけですよね。アメリカのように
銃を携帯しているわけではないですからね。ですから、その日本式のやり
方においては、だいたい悪いことをして来てる人がパピーと一緒に笑い転
げてるなんて、不謹慎に見えるわけですよ。その気持ちは私も分かるんで
すね。本にも書きましたけれども、やっている訓練生本人が、被害者がい
るのに自分がこんなところで笑ってていいんだろうかって、気にする人が
いたり、そういうこともありましたから。それは全然、不思議ではないん
ですね。
　アメリカのような、ある意味、緩くてアバウトなところもある、ああい
う中でパピープログラムのような犬を介在したプログラムをやるのと、日
本のような、整然と厳しい雰囲気の中で運営されている刑務所でやるのと
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は確かに違うとは思うんですね。日本の方が大変だと思います。
　それは最初にも準備不足というところで言いましたけど。なぜ受刑者の
人たちが笑うことが大事なのか、なぜ自分たちも楽しまないとだめなのか。
つまり、パピーたちが人と一緒に暮らして、人のために働くのは楽しいと
思える犬になるよう育てる、それが彼らのミッションなわけです。そうい
う犬を育てるためには、育てる側が、犬と一緒にいる時間を楽しいと思っ
て、それを表現しなきゃだめなんだという、パピー育成というものの本質
を、やっぱり理解してもらうしかないんですね。
　１年目は、いろんな人から6Cは甘い、ってよく言われたんですね。規
律が緩んでるとか、だらしないとかって、ずいぶん批判されることもあり
ました。だから、締めるところはきちんと締めるけれども、パピーと一緒
の時間は全身で楽しむっていう、このメリハリのつけ方を、私たちも学ば
なければいけなかったし、訓練生も学ばなければいけなかったし、あと、
刑務官の人たちにもそれを理解してもらわなければいけない、そういうこ
とが、一番大きな課題だったなと思います。
　でも、これだけやってきて、ずいぶん皆経験ができたので、今はもうあ
まり問題になることはないですね。アメリカよりは、多少、やっぱり窮屈
なんでしょうけど。まあ、許容範囲内にきたかな、っていう感じですかね」
学生J：「ありがとうございます。167ページに、コジマさん（仮名）とい
う受刑者について書かれていて、コジマさんという方は、あんまり自分の
感情を表に出さない人だったのが、パピー育成プログラムをするように
なってから、どんどん自分の感情とかを表に出せるようになっていって、
表情も柔らかくなって、みたいな描写が書かれていて、コジマさんのよう
に、このプログラムによって大きく良い方向へ変わってくれる人もいれば、
先ほどの３章のオーラ班のメンバーのように抜けてしまう人もいると思う
んですが、取材を通して大塚さんは、パピー育成プログラムにはどのよう
な訓練生が適していると思いましたか？　また、どのような訓練生には不
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適だと感じましたか？」
大塚：「そうですね。これも、なかなか一言で答えるのは難しいんですけ
れども、明らかに不適だろうと思う人を除いては、どの訓練生にとっても
何らかの収穫のあるプログラムではないかなと思います。
　どちらかというと、目で見て変化が分かるのは、内向的な人が多いです
かね。自分の内にこもってしまう、人と会話ができないような人が、犬が
いることで会話のきっかけをつかむことができて、他の人と話ができるよ
うになるとか、内向的な人に関しては、目に見えるメリットがあるなと思
います。
　でも、例えば自分一人で何でも仕切ってしまうような人、非常に行動的
で、親分タイプの、その代わり、全部自分で抱えてしまって、人に相談で
きなくて、それで事件を起こしてしまったなんていうパターンの人が結構
いるんですけど、そういう人も、パピーは１人で育てているわけではなく
て、チームでやってますから、人に助けを求めることができるようになっ
たりする。外交的な人には外交的な人なりの、収穫があると感じます。
　ただ明らかに、私が、これは不適だろうなと思うタイプは一つだけあっ
て、それは、他の人を威圧するタイプですね。周りを支配してしまうよう
な人。そういう人でも、もちろん長くやれば、このプログラムを何年もや
れば変わってくるかもしれない。でも10ヵ月間という、非常に限られた期
間のプログラムの中で、そういう人も包摂していくっていうのは、なかな
か難しいと感じましたね。避けたいです」
学生J：「ありがとうございます。続いての質問にいきます。パピー育成
プログラムが終了したあと、ペットロスなどになり、燃え尽き症候群に陥っ
て、他のことへのやる気がなくなってしまう人はいるのかなと思ったので
すが、実際には、いましたか？」
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大塚：「ペットロスは毎年心配するんです。中にはもう、修了式の何ヶ月
も前からずっと泣いてる人がいたりとか、この人大丈夫かな、っていう人
もいるんですが、実際のところ、皆、大丈夫なんですね。それは、おそらく、
やっぱりみんな心の準備をちゃんとするんだろうと思うんです、別れの準
備を。最初、預かるときから、この子たちは預かった犬だと。すごく大事
なものを預かって、それを最後、返さなきゃいけないんだってことを、肝
に銘じている人が多いんですね。なので、幸いにもまだペットロスになっ
てしまった人はいないです」
学生J：「ありがとうございます。訓練生はプログラム終了後、出所して
もパピーに会えないのですか？　やっぱり、パピーに会えるのであれば、
パピーとお別れした後も、その後の刑務作業なり何なり、頑張る気力にな
るんじゃないかなと思ったんですけど。実際には会えないのですか？」
大塚：「会えないんです。これは訓練生だけではなくて。訓練に入った犬
たちは、訓練犬って呼ばれるんですけども、パピーウォーカーには基本的
には、途中１回だけ会う時間を設けるのかな、でもそれ以外は会わないん
ですね。それは、パピー時代に一つの区切りをつけるためで、訓練を受け
て盲導犬になったら、最終的にはユーザーさんのところに行く、ユーザー
さんのパートナーになるわけですから。ということで、訓練中のパピーに
は会えないわけです。
　訓練生が出所したあと、パピーが盲導犬になっている場合はどうか、あ
るいはPR犬になったりした場合はどうかというと、PR犬には会えます
ね。例えば、街頭募金なんかをやってるところに通りかかったりすること
はできるわけですし、講演会に行ったりすることもできるわけですから、
PR犬になった犬には会おうと思えば会えます。ただ盲導犬は、これはも
う本当にユーザーさん次第なので、まだ実際に会いに行った人は一人もい
ないと思います。会えないんじゃないかな、たぶん。
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　ただ、直接会うことはできないんですけれども、自分が育てたパピーが
どうなったかということは、教えてもらえる決まりになってるんです。やっ
ぱりそれは、皆、すごく気になりますよね。自分が育てたパピーがどうなっ
たか、せめてそれくらいは知る権利を確保してあげたいと思って。で、島
根あさひ社会復帰促進センターの、ある部門が窓口になってくれていて、
そこに電話をすれば教えてもらえることになっています。ちゃんとそれは
道筋をつけてあって、訓練生には全員周知してあるので、電話して聞いた
りしている人は、いるみたいです。」
学生J：「ありがとうございます。では次に、本書の全体を通しての質問
に移っていきたいと思います」
学生K：「番の質問です。大塚さんが刑務所を作るとしたら、どのよう
な刑務所、更生プログラムを提案しますか？」
大塚：「これは、本当に、よくぞ聞いてくださいましたっていう質問で、
考えながらすごく夢が膨らんだんですね。私だったら、どんな理想の刑務
所を作りたいだろうって、本当に考えるだけで楽しかったです。
　私はやっぱり自然の力、自然や動物の力をフルに活用するような刑務所
にしたいと思うんです。さっきの授業の中でもちょっと触れましたけれど
も、人を信じられない、人に傷つけられてきた人たちが立ち直っていくた
めに、人間の力だけではできないことがあると私は思っていて。だから、
本当に安心して心を開ける相手である動物たちには、ぜひ活躍してもらい
たいと思ってるんですね。だから、イメージとしては、なるべく自然の豊
かなところで、そこにいるだけで自然を感じられるような、そういう豊か
な環境の中で、受刑者自身がいろんな命の担い手となれるような、そうい
うプログラムがたくさんある刑務所にしたいと。
　実際にアメリカにそういう刑務所が一つあって、今そこを取材している
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んですけれども、そこでは絶滅危惧種の動物を、カエルとか亀なんですけ
れども、訓練生が任されて飼育していたりするんです。
　命の実感を持てない、もしくは自分が何の役にも立てないと思っている
人たちだからこそ、自然界という、自分の手ではどうにもならない、例え
ば雨は人間が降らせることはできないし、太陽は人間が出させることもで
きないですよね、そういう自分たちの存在をはるかに大きく超えた自然の
大きなサイクルがあって、自分もそのサイクルの中の一部なんだっていう
ことを実感できる。そして、自分もその自然のサイクルを守る担い手の一
人になれるんだという、そういう実感を得られるような刑務所を作りたい
と思うんですね。
　たとえば植物を育てる畑をやって、畑で取れた収穫を自分たちで食べる。
で、畑から出たあと、ゴミになったものは全部コンポストにしてリサイク
ルして、また新しい土を作って、循環していって、水なんかも全部、雨水
を循環して作ってね。完全な、そういう本当にエコロジカルな、自然のサ
イクルを小さく凝縮した宇宙のような空間を作って、皆に命の担い手に
なってほしい。そしてそれを、ただ自分たちが感じるだけではなくて、表
現していく、そういう活動をしたいと思うんです。
　それを言語的に、あるいは非言語的に表現していく、いろんなプログラ
ムを作りたい。例えば絵画とか、演劇のような、そういうアートをやった
りとか、あと音楽とか、文学とか。そういう自分が感じたことを、表現し
て人にも伝えていける、外へ出していけるような、そういったことをやる
刑務所を作れたら理想だなと思いますね」
学生L：「ありがとうございます。続いての質問に行きたいと思います。
海外のプログラムであるPBB（Puppies Behind Bars）と、日本のパピー
育成プログラムの大きな違いは何ですか？」
大塚：「大きく分けて二つですかね。一つは育てている犬の種類が違う。
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日本のパピー育成プログラムは盲導犬のパピーを育成しています。PBBも
最初は盲導犬だったんですけれども、今は介助犬と爆発物探知犬に変わっ
てるんですね。それは時代のニーズに合わせて変わったんですね。2001年
9月11日の、ツインタワーが崩壊したテロ事件がありましたよね。あの後
に転換した。あそこから一気にアフガニスタンとイラクでの戦争に突き進
んで、負傷して帰ってくる兵士がたくさんいると。PTSDで苦しむ人もた
くさんいると。そういう人たちを助ける犬が必要だということで、断然、
介助犬のニーズが上がったんですね。それで彼らが育てる犬の種類が変
わった、そこが一つの違い。
　あと、もう一つは、これが多分一番大きいと思うんですけども。向こう
は受刑者が何年でもやれるんですよね、自分がやめたいと言わない限り。
だから同じ人が何頭ものパピーを育てることができる。しかも今は、介助
犬になるまでの最後の行程までも全部彼らがやるようになっています。本
当に長い時間をかけて、犬を育て、訓練していくという過程を全て経験で
きるようになってるんですね。
　だから長期刑の人たち、かなり重罪を犯した人たちが大活躍しているわ
けなんですけども、日本の場合は残念ながら、10ヵ月だけのプログラムで、
それでもう総入れ替えなんですね。点字点訳の訓練と合わせると１年間。
6Cにいられるのは１年間だけなんです。たまたま、点訳の指導補助とし
て次の年まで残れる人は、さらに２、３ヵ月いられるんですけども、基本
的に総入れ替え制になっています。
　パピープログラムは、教育プログラムという位置づけになっているので、
仕方がないんですけれども。あと、日本的な発想で、一人でも多くの人に
チャンスをあげたい、なるべく平等にしたいと、そういう思いもあります
ね。
　これも、私、毎年検討してくれって言ってるんですけども、本当は、一
人一人のことだけを考えるならば、２年目もやったほうがいいっていう人
はいるんです。２年、もしくは３年やったら、この人は本当に変わるだろ
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うな、惜しいなっていう人が、毎年けっこういるんですね。なので、やり
たいんだけれども、そうすると１年経験した人っていうのは初めての人と
はやっぱり差がついていますよね。その人がそのチームを率いてしまうん
じゃないかとか、仕切ってしまうんじゃないかと。そうすると１回目の人
たちの経験の質が変わってきてしまうんじゃないかっていう、そういう危
惧もあると。それも確かにその通りなので、私も心配なんですよね。なの
で、結局１年以上には踏み切れずに、相変わらず総入れ替え制なんですけ
れども。
　これが盲導犬パピーのプログラムではなくて、保護犬の育成とか、また
ちょっと違うプログラムであれば、長い刑期の人を対象にしたプログラム
もできるかもしれません、いずれは。違いは以上です」
学生L：「ありがとうございます。最後の質問になるんですが、このパピー
育成プログラムに関わる前に大塚さん自身が持っていた受刑者に対する印
象と、関わってからの受刑者への印象っていうのは、変化はありました
か？」
大塚：「この島根あさひに関してだけ言うならば、特に印象が変わったと
いうことはないですね。私はそれまでアメリカの刑務所の取材をずっと
やってきたので、日本のことは、実はほとんど知らなかったんですけれど
も。むしろアメリカも日本も全く同じだなという印象を持ちましたね。
　で、それは何かというと、これは女子刑務所に長く行っているうちに思っ
たことでしたけれども、人を傷つけたり社会を傷つけたりしたような人は、
自分も深く傷ついている人が多い。だから、そもそも自分を大切にできな
い人たちばかりなんですよね。自分自身の命だってすごく粗末に扱って、
ちょっと追い詰められたら、すぐ自殺未遂を図ったりするとかね。自分自
身を大事にできない、自己肯定感が極めて低い、正直、自分なんかこの世
にいないほうがいいって思ってる人が大半なわけですよ。そんな人が他人
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を大切にできるはずがないですよね。
　だから、アメリカで感じていたそういうことが、日本も全く同じだった
んだなって、当たり前といえば当たり前かもしれないんですけど、あらた
めて確認させられたということですよね。ですから、変わったというより
は、やっぱり、っていう感じだったんですね」
学生A：「ありがとうございます。ゼミ生の用意した質問は以上になるん
ですが、他に何か質問はありますか」
学生M：「素朴に思いついた疑問だったんですけど。このプログラムに参
加した訓練生の中に外国人の受刑者はいなかったんですか？」
大塚：「今のところ、まだいないですね」
学生M：「分かりました」
学生A：「他に何か、質問ある方いますか？」
学生N：「ここでの話は刑務所の中のお話だったんですけども、刑務所に
入るまでもないような、軽い非行を行った人向けのプログラムとかは、あ
りますか？」
大塚：「軽い非行、刑務所に入るまでもない人たち、というのは少年とい
うことですか？」
学生N：「はい」
大塚：「少年院では、いろいろやっているんですけれども、そういうとこ
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ろに入るまでもない軽い非行をした人たちのプログラム、というのは、な
いですね、日本では。リスクを抱えた人、ということですよね？」
学生N：「はい」
大塚：「それは私の知る限り、日本では、まだないですね。例えば不登校
の人とか、引きこもりの人とか、そういう人を対象にしたプログラムは、
聴導犬の訓練などがあったりするんですけど、それはまたちょっと違いま
すものね。今はないですね」
学生N：「ありがとうございます」
学生A：「他に何か、質問ある方いますか？」
大塚：「ちょっと今の、質問してくださった方に、逆に質問なんですけども。
そういう刑務所に来るまでもない、軽い非行をした人たちのプログラムが
あったらいいなっていうふうに思われました？」
学生N：「本の題名、忘れてしまったんですけど、アメリカでは非行を行っ
た少年に対して、刑務所に入るんじゃなくて、昔の暮らしというか、そう
いう自給自足の生活をさせて更正を促すようなプログラムがあるんですけ
ど。刑務所に入らず、そういうようなことをする、というようなことは、
ないのかなと思いまして」
大塚：「なるほど。そういうところで、動物を介在したプログラムができ
たら、私はすごくいいと思いますね。やってほしい。ですよね、平山先生。
本当に」
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平山：「やってほしいですね。今の動物介在療法がどこまで広がるかって
いうところで言うと、大塚さんの取材が以前アメリカの新聞で特集されて
たと思うんですけど。児童虐待の被害者の子ども等が、裁判で証言しなきゃ
いけないときに、法廷にその犬が付き添うって、あれも面白いなと思った
んですけど。ちょっと説明してもらってもいいですかね」
大塚：「今、アメリカではコートハウスドッグといって、裁判に出てくる
犬がいるんですよね。それは、シアトルのある検察官が獣医さんと一緒に
始めたプログラムなんですけれども、最近一気に広まってるんですよね。
　で、そもそも、なぜそういうことが始まったかというと、いろんな暴力
の被害に遭った子どもからも聞き取りをしなきゃいけないわけですけれど
も、やっぱり大人が聞いてもなかなか答えられないと。それが、犬を連れ
ていったら、とても雰囲気が柔らかくなって、話しやすくなるっていうこ
とがあった。ですから、最初のインタビューのときに、犬とその子どもを
２人だけにして、ビデオカメラで証言を取ったりするんです。
　あと、証言台に立つときですよね、子どもにとって法廷に立つというの
はものすごく怖いこと。しかも大勢の知らない人たちの前で話をしなきゃ
いけない。そのときに犬を連れていると、犬がすぐ横に寄り添ってくれる
と、すごく安心する。それで、犬の立ち会いを求めるようになったんです。
今は子どもに限らず、ドラッグコートにもいるし、すごく広がっています
よね」
平山：「広げる対象は、例えばドメスティックバイオレンスの被害者のシェ
ルターに、セラピードッグにちょっと近いけど、犬を置くとか、いろんな
広がりの可能性っていうのはありそうですよね」
大塚：「あると思いますね。アメリカでは、ちゃんと犬の健康管理をして、
犬が適切に扱われているかどうかをモニターできる、最終的に犬の福祉に
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責任を負える団体があって、そこからきちんと訓練された犬を派遣して、
やるっていう形がほとんどなんですけれども、日本でもそういうことがで
きるのであれば、可能性は十分あると思います。今でもアメリカの子ども
のシェルターで犬を常駐させているところはたくさんありますしね。日本
でも、それはぜひやってほしいなと思ってますね」
学生O：「今回、あまりお話にはでてきませんでしたが、本書を読んで、
馬を使ったプログラムがあると知りました。大型の動物のほうが、いろん
な、もしものことがあっても安全だったりとか、いろんな面でメリットが
あると思うんですけれども。自分の思うデメリットとして、犬とかに比べ
ても場所とかコストとかが非常にかかると思うのですが、それを引いても、
すごいメリットがあるということなのでしょうか？」
大塚：「実はその島根あさひのホースプログラム、私も企画立案に関わっ
たんです。というのは、やっぱり犬にはできない、馬ならではの役割とい
うのがあるんですよね。それで、動物介在活動、犬だけじゃなくて、もう
ひとつやりたいんだけど、ってなったとき、「馬やりませんか？」って提
案したんです。そしたら皆がやる気になって、馬２頭、買っちゃったんです。
　なにしろ一から建てる刑務所なので、馬場も作れてしまったわけなんで
すね。既存の刑務所に、あとから作るとなるとけっこう大変なんですけど
も、ゼロから作るので、設計段階でちゃんと馬場を作って、厩舎も作って、
馬の体を洗う洗い場も作ってっていうふうに、万全の準備をしたんです。
ただ、ちょっと２頭というのは少なかったですけど。
　そういう意味で、コスト面は、民間企業が入っているPFI刑務所だから
できたことで、これを一般の刑務所でやるとなると、確かに難しいかなと
思います。少なくとも刑務所側が馬の飼育までやるっていうのはなかなか
難しい。どこかの団体なりが馬を連れてきて、プログラムを実践するとい
うのならできるかなと思うんですけれども。島根あさひ型の、馬がそこに
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24時間いるっていう状況を作るのは、かなり難しいですね。
　で、私たちがなぜ馬をやろうと思ったかというと、犬っていうのは、自
分が嫌なことでも飼い主に言われるとやるとか、もしくは力ずくで引きず
ろうと思えば引きずれてしまう。だから、力ずくで言うことを聞かせるこ
とができてしまうんですけれども、馬は絶対できませんよね。体重500キ
ロもありますし、怒ったら蹴りますしね。
　しかも馬は、自分が嫌なことは、嫌、とはっきり意思表示する動物なん
ですよ。単に動かないだけじゃなくて、耳の動かし方とか、鼻の穴の広げ
方とか、いろんなところでサインを出して、嫌だという意思表示をするん
ですね。しかも捕食される動物なので、相手の感情を、もう、それは人間
の能力では想像もつかないくらい鋭敏に察知して、本当にこちらが読まれ
てしまう。人間の感情を全部キャッチして、それを表現してくれる。馬は
人間の鏡って言われてるんです。
　だからアメリカでは、今、馬を使った心理療法が、もう爆発的に盛んに
なってきてるんですね。私たち最初は、馬の世話をすることによって、力
に頼らない関係性を学んでほしくて、主にDVの加害者を対象にやってた
んです。それはそれで、良かったんですけどもね。でも、やっぱり刑務所
のプログラムだから、もっといろんな幅広い人に対して、もっと、やって
いる人自身が自分の問題性に気づいて、自己変革を促すところまで行きた
いなっていうのがあって。
　２年ぐらい前から、アメリカの心理療法のプログラムの研修に行ってま
して、今、その技術を学んでいるところなんですね。で、もう認定も下りて、
今年、初めてのライセンス更新に行ってきたところなんですけれども。着々
と、訓練中です。まだ、なかなかメディアに言えるほどの段階に達してい
ないので、今は静かに低空飛行中なんですけども、馬の力を借りて、馬だ
からこそできる行動療法みたいなものをめざして、頑張ってます」
平山：「さっきの大塚さんの話の中で、社会の人は、何だかんだ言って意
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外と受刑者のプログラムを受け入れてくれてるんじゃないか、というのが
ありましたね。一方、被害者の方々の中には批判として、加害者だけ税金
使って刑務所の中でプログラムを受けて、しかも動物まで飼わせるのか、
と感じるのではないでしょうか。もしかしたら、被害者の方々からそういっ
た反感や苦情とか出てくるのかなって、ちょっと思ったりもしたんですけ
ど。そういう批判を実際に受けたことはありますか？」
大塚：「私たちのところには、聞こえてはこないですね。ただ、これがも
しアニマルセラピーのプログラムだったら、あり得たかもしれないな、と
は思いますね。つまり、受刑者が受益者である、それこそ動物と触れ合っ
て楽しい思いをして、受刑者だけが癒やされるようなプログラムだとした
ら、批判の対象になりうるかもしれないな、とは思います。やっぱり、被
害者がいる人たちだからこそ、何か償いになるっていうか、何か社会に還
元するような、そういうことをしなければいけないですよね。修復的なこ
とをね」
平山：「そうですね」
大塚：「だから、ぱっと見には確かに、自分がこんなふうにパピーと遊ん
でるところを被害者が見たら何て思うだろうって、気に病む人もいたりす
る。ですけれども、そうすることによって視覚障害者の人に貢献できるの
であれば、と、皆、自分を納得させてやるんですね。
　もし盲導犬が１頭も育っていないとか、そういうプログラムであったら、
批判が出てくるかもしれないですけど、おかげさまで何とか実際に成果を
上げているので。被害者の方に実際に聞いてみないと分からないですけど、
どうなんでしょうね」
平山：「もうそれ以上被害者を出さなくなるということはある意味、被害
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者の人にとっても非常に重要なことではあるとは思うんですけど。ただ感
情論としては、おそらく被害者の人は、できるだけ刑務所では苦しんだ生
活をしてほしいとか、どっかで思ってらっしゃるかなと思うときがあるの
で」
大塚：「ただ、パピーと暮らすのは、苦しいですよ、けっこう。すごく大
変ですよ。皆、本当、寝不足ですしね。いやー大変だなって、私、そばで
見ていて思いますもんね。つまり１頭が吠えたら全員が起きちゃうわけで。
けっこう、大変」
平山：「寝られないですね」
大塚：「なので、そんなに楽をしてるとは、私の目からは全然見えません
けどね。大事なものを預かって、皆すごく緊張して10ヵ月間を過ごす、決
してそんな楽しい楽しい、かわいいかわいいというわけではない。週末の
一番楽しいときには、いないわけだし。何というか、彼らは要するに、ずっ
と働き続けてるようなものなんですよね。なので、社会貢献の要素がかな
り強いものだと思うんですけどね」
平山：「そうですね。私も以前、修了式に参加させてもらったときに、プ
ログラムに参加している訓練生の方々の顔を見て、本当に人間的な表情だ
な、と思いました。私は今本当に刑務所の中で受刑者の人に接しているん
だろうか、っていうくらい驚きだったのですね。刑務所の他の一般的なプ
ログラムに参加している受刑者の方々の表情に比べてあまりにやわらかい
表情だったので。
　やはり、その人間的な感情とか人間的な気持ちを取り戻すことがスター
トで、そこから、例えば被害者への気持ちとか、自分が迷惑を掛けた人た
ちへの気持ちが生まれてくる、その最初の一歩になるのではないかと、い
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つも思っています。その意味でも、このプログラムは更生とか再犯防止っ
て意味からも重要だと思っているんですけどね」
大塚：「ありがとうございました。本当に今おっしゃった通りだと思うん
ですね。人間らしい感情を持てなければ、悪いことしたな、っていう感情
は生まれてこないわけですよね。だから実際にパピープログラムを経験し
た人たちの中で、今まで言われてもピンときてなかった人が、初めて相手
にすごく怖い思いをさせたのかもしれないって気がついたりとか、いろい
ろ思うようになったんですね。自分の中に人間らしい感情がよみがえった、
凍りついていたものが、ちょっと溶けてきたから、そういうふうに思える
ようになった。
　だから見た目には、かわいい動物と楽しそうに暮らしてて、何だ、って
思われるかもしれないんだけども、やっぱり、人間らしさを取り戻すこと
によって、本当に被害者のことに思いが至って、申し訳ないことをしたっ
て思える、それが、やっぱり再犯防止という、一番大事な点につながるわ
けですよね」
平山：「そうですね。確かに。私もそう思いますね」
大塚：「そして、それはやっぱり人間だけでやるのはなかなか難しい。凍
りついた心を溶かすのは、本当に人間だけではなかなか難しいので、動物
の力は大きいなと思いますね」
平山：「そうですね。じゃあ、おそらく大塚さんに、まだ聞きたいことが
ある人がいると思うんですけど、個別に、この後、ぜひ聞いてください。」
学生A：「普段、私たち学生が机に向かって勉強しているだけでは分から
ないことを、大塚さんに実際にお聞きすることができて、本当にためにな
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りました。ありがとうございます。じゃあ、皆さん、最後、お忙しい中、
来てくださった、大塚さんにお礼を言いましょう。ありがとうございまし
た」
一同拍手
おわりに　～講演会を終えて
　他の存在 　  それが人間だとしても動物だとしても 　  を愛しい、尊
びたいという気持ちを持つことは誰にとっても重要である。とくに、子ど
ものころから犯罪に親和的な環境で育ったり、自己や他者を労わる気持ち
を持つ機会の少なかった人々に、そのような気持ちの重要性に気が付いて
もらうことを目的として、矯正施設において動物と触れ合うプログラムを
導入することは大きな意味があるように思われる。本講演の中心的テーマ
であった、島根あさひPFI刑事施設において採用されている「盲導犬パピー
育成プログラム」の効果検証が望まれるとともに、同様の取り組みが我が
国で拡がることを願っている。
　講演者の大塚敦子氏には大変お忙しい中、講演して頂けたことをあらた
めて感謝したい。
『〈刑務所〉で盲導犬を育てる』著者大塚　敦子さんへの
学生からの25の質問
 第一章
①　P. ７　「訓練生からもどっと笑いがおきた」とありますが、このよう
な「笑い」はPFI刑務所だから起きたのでしょうか。また、盲導犬パピー
プログラムによるものなのですか。
　　＊PFI刑務所…民間の資金とノウハウを活用して施設の建設、維持管
理、運営などを行う刑務所のこと。
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②　P.16　受刑者６人１組で盲導犬パピーを一頭担当するのは、人が多い
気がしますが、（割合として）適当な数字だとお考えですか？
③　P.32　最初は刑務所で介助犬の育成をさせるという案もあったようで
すが、インストラクターが十分な人数になるなどの条件が整えば将来
的にわが国の刑務所でも取り入れられるでしょうか。
④　P.35　PBBは重罪を犯した受刑者にも子犬を任せているようです。日
本でも犯罪傾向が進んだ人も盲導犬育成プログラムを受けられるよう
にすべきでしょうか。
　　＊PBB…ニューヨーク州の六ケ所の刑務所で活動している団体。盲導
犬候補のパピーを受刑者に育ててもらう活動を行って成功し、全米の
注目を集めていた。（現在育成しているのは介助犬や爆発物探知犬。
受刑者が育てるだけでなく訓練もする。）
⑤　P.36　パピーウォーカー手帳はどのように活用されているのですか。
パピーウォーカー手帳そのものは海外の同様のプログラムには無いよ
うですが、そこでは代わりになる連絡手段はあるのでしょうか。
⑥　P.39　実際に訓練生（受刑者）の心にセラピー効果はあると思うので
すが、「（このプログラムは）アニマルセラピーではない」と盲導犬パ
ピー育成テキストに明記されているのはなぜですか。
 第二章
⑦　P.53　パピーと訓練生の出会いの際、罪を犯したことのある訓練生た
ちをパピーが怖がる様子はなかったのですか。
⑧　P.72　トライアル期間を二週間に設定した理由は何ですか。また、二
週間を経た上で正式に訓練生がパピーウォーカーに任命されなかった
例はありますか。
⑨　P.81　ウィークエンドパピーウォーカーの人たちは、本書のように共
に面倒を見る相手が訓練生であることに不安を感じる人が多いのです
か。
　　＊ウィークエンドパピーウォーカー…パピーが刑務所という限られた
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環境の中だけで十分な社会化をするのは難しいため、週末は「ウィー
クエンドパピーウォーカー」と呼ばれる地域のボランティア家庭に子
犬を預かってもらう方式をとっている。
⑩　ウィークエンドパピーウォーカーと訓練生の関係は上手く行くことが
多いのですか。
⑪　訓練生とウィークエンドパピーウォーカーは、パピーウォーカー手帳
のみでのやりとりで直接顔を合わせることはありませんが、大塚さん
は顔を合わせてのやりとりは必要だと思いますか。
 第三章
⑫　P.110　「刑務所の中では口論も喧嘩も許されない」とありますが、実
際、オーラ、ナッシュ、ナーブの３つの班でライバル視し合うことは
なかったのですか。
⑬　P.120　「主担当の永瀬さんはまったく淡々としていた」とありますが、
オーラには何の変化もなかったのですか。
⑭　点訳職業訓練とパピー育成事業の２つを6Cにしたのはなぜですか。
　　＊6C…島根あさひ社会復帰センターの中にあるユニットの一つ。盲
導犬パピー育成プログラムと点訳職業訓練を行う。
 第四章
⑮　P.158　刑務官はパピー育成プログラムを快く思っていないのでしょ
うか。それとも何か仕方のない事情があってパピー育成プログラムが
やり辛い環境になっているのですか。
⑯　P.167　小島さん（受刑者である訓練生、仮名）のようにパピー育成
プログラムによって大きく良い方向へ変わる人もいれば、オーラ班の
メンバーの様にプログラムから途中で抜けてしまう人もいますが、取
材を通してパピー育成プログラムにはどのような訓練生が適している
と感じましたか。また、どのような訓練生には不適だと思いましたか。
⑰　パピー育成プログラムが終了した後、ペットロスなどになり、燃え尽
き症候群に陥って他のことへのやる気がなくなってしまう人はいるの
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ですか。
⑱　訓練生はプログラム終了後、出所してもパピーに会えないのですか。
 第五章
⑲　P.184　この盲導犬育成プログラムが開始されたときに、「実際に始め
てみるとまだ準備不足であることに気づかされた」とありますが、本
書に書かれていないことで準備不足と感じたことは何かありますか。
⑳　P.194　「パピープログラムの歩み」と題したスライドショーは、大塚
さんが提案したものですか。また、どうしてやろうと思われたのです
か。
　ウィークエンドパピーウォーカー修了式と訓練生のパピープログラム
修了式では雰囲気などに違いは感じましたか。
　大塚さん自身、訓練生のパピープログラム修了式でどのような気持ち
になりましたか。
 全体を通して
　大塚さんが刑務所を作るとしたら、どのような刑務所にしますか。
　海外のプログラムである「PBB」と日本の「パピー育成プログラム」
との大きな違いは何ですか。
　取材を通して大塚さん自身の受刑者に対する印象は変わりましたか。
以上　
（本学法学部教授）
